
 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

支援物資 

102 点 
152㌧ 

宅配物資を車に積み込

むスタッフ・・・ 

不安・困難を抱えている女性に宅配品を調達するスタッフら・・・ 

宅配件数 
1,282 人 
 

無料相談・問い合わせ  
   ０１２０-９１４-９９４ 

 

＜ 本 部 事務所 ＞ 

松本市寿北５丁目４番 28-１ 

   電話 0263-75-8368 

＜各地域拠点事務所＞  

長野市三本柳西 2-74（にっこりＦＤ.Ｂ） 
電話 080-3418-0088 

台風 19 号被災地 長野市上駒沢 356-102 

    電話 090-6473-9455 

塩尻市片丘 7900 信州こども食堂 in しおじり 

   電話 090-9118-5899 

上田市七瀬 2885-3 まるこ福祉会 
   電話 090-5329-1653 

 

 
24H 

無料相談 
 

365日なんで 

も相談 

２０22年4月～2023年３月 

 
面談同行 
生活必需品

支援 
（フードバンク） 

 
地域の 

「居場所」 

信州 

こども食堂 

 
不安・困難を抱えている女性に宅配品を調達するスタッフら・・・ 

県内 152 カ所 

674 回 55,936 人 

 

子供の未来応援国民運動 報告書 

宅配件数 
1,282 人 
 

 
宅配物資を車に積み込むスタッフ・・・ 
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コロナ禍と物価高騰に苦しむ「ひとり親家庭の実態‼」 

「信州こども食堂ネットワーク便り」1,000 号超えました 



 

 

 

 

 

生活困窮者等の24時間365日の相談事業から、

コロナ禍における困窮等の深刻化が浮き彫り 

   相談数は例年の 3 倍に膨らみ、子どもや若者の

自殺の増加、コロナ禍の影響が長期化、コミュニテ

ィ不足、遊び場不足、居場所不足、心の拠り所不足

など社会課題や問題解決へ向けて取り組んできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人と親子両面に対応した支援の重要性 

   コロナ禍の影響による離職や離婚、生き辛さを

抱えた親子の相談が増え、子どもにも心理的貧困と

いう負の連鎖がみられ、画一的なサービスやケアで

はなく、個人と親子両面に応じた柔軟な支援方法に

よる、人・物・食・心を繋ぐ地域を巻き込んだ、行

政・企業・福祉団体のつながる力を活用して、

SDGs の３つの意義(①社会的包摂、②環境、③経

済)を基軸に取り組んだ。 

居場所・こども食堂へのニーズの高まり 
 コロナ禍と急激な物価高騰による生活困窮家庭の

負担増が見られ、こうした家庭への支援が求められ

ています。また、食品ロスを避けたい企業等の食

品・物品提供ニーズも増えており、受け皿に各地の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯人数 

長県内の地

域 

保護者年齢 

様々な相談に対応した、ケアについてのケース会議
3,239人年代別件数 
 

松本地域→ 

長野地域→ 

コロナ禍と物価高騰で！ 支えあいの輪 
子どもと家庭への生活支援物資の宅配ネットワーク 

    
24H 相談ケア・生活困難者支援・フードバンク 

相談者の声声・・「長引くコロナ禍で仕事量が減り所

得も激減した。仕事も少なく、家計を圧迫し限界に

きている」、「生活費がかかりすぎて毎日が不安。食

材の支援が本当にありがたい、食料支援がないと生

きていけない・・」など、切実な訴えがあとを絶ち

ません。さらに「物価高騰は食費に回すお金がな

く、食費や光熱費、ガソリン代などの値上がりで本

当に苦しくて生きていけない」などの訴えがいまも

なおつづいている。 
 

 

 

1 

生活支援 9,640人から 1,582人の聞き取り調査 
 

生活困難者家庭と要支援者の聞き取り 

支援を希望する理由を教えてください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内 150 カ所 674 回

55,936 人が参加 

信州こども食堂ネットワークの各こど
も食堂が核となり、まちのプラットフォ
ームとして、食育・対面・学習・就労・
生活支援などの実施をしてきた。 

２０22年4月～2023年3月までの集計 
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2022年度 3月までの支援物資は、年間 1,020,261数の 152㌧
が集荷～配布されました。 

3 

こども食堂を通じた食糧支援県内８カ所のロジ拠点 

塩尻 

岡谷 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各社テレビでも放映される 
 

 相談内容は、近年の 

物価高騰に、母子家庭の

悩みは多岐にわたり一層

深刻化しており、次から

次へと相談は尽きない。 

内閣府の「孤立・孤独悩み」
相談にも、NPOホットライン
信州も相談に対応しました。 

4 

コロナ禍と物価高騰
に苦しむ「ひとり親家庭
等の支援活動」ほか 
相談件数   5,344件 

宅配件数   1,282件 

食堂参加  56,000名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年１月に、長野県初の「信州こども食堂」 

を開催し、同年２月に「信州こども食堂ネットワ 

ーク」を発足しました。同年 9月に、東京で「広が

れこども食堂の輪」のキックオフイベントが行われ

それをスタートに信州こども食堂ネットワーク便り

が発行されました。その間、多くの各こども食堂の

情報共有をすることを目的に、ネットワーク便りを

発信しつづけ、2022年 10月 29日松本市花時計

公園での「ときめき❤こども食堂」650名参加の

ネットワーク便りが 1000号を迎えました。 

本来は、記念イベントを開催するところですが、 

長引くコロナ禍で開催が難しいために、本事業の 

報告書に掲載させていただきました。 

これまでの多くのこども食堂に関わっている皆さ

ん方の、「子どもたちに笑顔と喜びを…創造する熱

い想い！」が伝わってきます。この「お便り」が、

未来を考え創る糧となること、そして地域に信州こ

ども食堂ネットワークの輪が広かり、みんなの心と

心が繋がる「力！」で、子どもが気軽に歩いて行け

る通学区に「広がれ！信州こども食堂の輪」370

ヵ所を目指して頑張りましょう！！ 

 

 

№ 1,000 
№ 1,045 
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松本市 信州こども食堂 きずな宅配便 

 3 年目を迎えたコロナ禍の中で、子どもの世話や仕事などで

「こども食堂に来られない」といった子育て中の家庭を中心に、

月数回宅配をしている「信州こども食堂 きずな宅配便」。 

毎月の利用者は、60世帯・250人を超えました。各家庭へ

企業などから寄付された食品などを渡しながら、さまざまな相

談にのっています。 

 配達先では「長引くコロナ禍で仕事 

量が減って所得も減少した。コロナの 

陽性になり仕事を休んだが、家計を圧 

迫し限界にきている」、「生活費がかか 

りすぎて毎日が不安。食材の支援がいちば

んありがたいです」、「食料支援がないと生

きていけない」など、切実な訴えがあとを

絶ちません。さらに「物価が高くなり食費

に回すお金がない」、「食費や光熱費、ガソ

リン代などの値上がりで本当に苦しくて

生きていけない」など、物価高騰が追い打

ちをかけているようです。 
 

 
 宅配のはじまりは 2021年 11月。 

子ども食堂へ来られなかった知人の代わりに食品を受け取

り、知人宅へ届けたことがきっかけでした。掛け持ちの仕事

で忙しかったり、子どもの世話で手を離せなかったり、さま

ざまな事情で子ども食堂に来られない家庭を助けています。 

配達の様子は昨年の 
NHK イブニング信州 
で放映されました 

昨年の信濃毎日新聞に掲載さ
れて以来、宅配利用者は倍
増 ！ 
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宅配と共食でつながる 力 ！ 

 

 

 

 

 

信州こども食堂「共食でつながるフェスタ実行委員会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 信 州 こ ど も 食 堂 ネ ッ ト ワ ー ク 

 5 月 19 日（木）、むすびやビル２F（信州こども

食堂ネットワーク会議室）で「共食でつながるフェ

スタ」企画会議～実行委員会を開きました。      

参加は、全国食支援活動協力会と長野県・地域振

興局・県社協、信州こども食堂ネットワーク関係者

ら約 22 名が、「食の物流ネットワーク整備プロジ

ェクト」にて県内小学校区に子どもの居場所を広げ

るために、活動に必要な食料支援の持続可能なイン

フラづくりに取り組みについて共有しました。 

 

  

 全国食支援協力会から食中毒等食の衛生管理の注意喚起 
 

 全国食支援活動協力会からは・寄贈食品の取扱いルー

ル周知の徹底・食中毒等食の衛生管理の注意喚起を促す

ために、あんしん手帖を使った衛生講習会の実施の提案

がありました。これから梅雨や夏本番を迎えるにあたり、

食中毒などのウイルス・感染症のリスクが高まります。 

依然として新型コロナウイルスへの配慮も必要です。 

あんしん手帖には、食中毒や感染症、増える寄贈品への

適切な対応など、注意いただきたい事項がまとまってい

ます。https://www.mow.jp/pdf/kodomoshokudo_2021_ol 

 

東信・南信・中信

地区もから参加 

社会福祉法人信濃福祉救護施設旭寮西村理事長が施設の概要

説明、今後各

地域での交流

会を行ったの

ち、フェスタ

ながのを旭寮

ホール予定。 

NPO ホットライン信州 村上晃理事長挨拶 

全国食支援活動協力会平野専務が説明 

昨年度の成果を踏襲し、今年の計画や

課題を共有し、新年度の方針を確認。 

https://www.mow.jp/pdf/kodomoshokudo_2021_ol
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 長野市・上田市 信州こども食堂ネットワーク 

 ９月 14日（水）～15日（木）に、全国食支援活動協力会の

合同研修（15名）が行われました。ここ数年、企業からの食材

提供が増加していることに伴って大型配送と受入れができる「ロ

ジハブ拠点」と「信州共食の原点」を体感していただきました。 

午後は、旭寮の大会議室で、11月 12日に

開く「共食フェスタながの」実行委員会。食支

援活協・県・社協・企業・各種団体・信州こど

も食堂ネットワーク 27 名で意見を交換し、

①こども食堂 370ヵ所をめざす、②食の物流

ネットワークの整備、③食支援・行政・企業・

団体との連携強化について等など、今後の 

「共食」に向けての意思結集しました。 

14 日は、上田市で 10 ㌧車に対応

でき、大型冷蔵冷凍倉庫を完備してい

る「まるこ福祉会」と、長野市で食料

調整できる機能を備えた拠点「むすび

や」を視察しました。 

 

 15 日午前中は、北海道・山口・鳥取・長野・チャイルド・食

支援 13名による「食の物流ネットワーク整備プロジェクト」中

間評価の実施状況と全体「MOWLSプログラムの進捗共有」につ

いて、「いろは堂」さんの応接室で会議を行い、その後「おやきフ

ァーム」の工場を視察しました。 
おやきの種類が豊富で、

おやきづくり体験ができ

るキッチンや、製造工程が

見られるガラス張りの工

場、屋上のテラスなどを見

学し、今後のこども食堂の

広がりを確信しました。 

▲ まるこ福祉会の視察 

◀ 「むすびや」を視察 

11/12「共食フェスタながの」実行委員会 
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※ 長野県内で協力企業である、 

長野牛乳様の牛乳といろは堂様の 

おやきを例に、企業との食のつな 

がりの強み！を紹介しました      。 

 

企業の力！と協働で多大なる成果を上げる。   

会
場
か
ら
の
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た 

 群馬県 食でつながるフェスタ in ぐんま 

10 月 24 日（月）、群馬県で開かれた「食でつな 

がるフェスタ in ぐんま」。 

行政や社会福祉協議会、民生児童委員、福祉団体、 

こども食堂、企業ら約 100 名が集まって、食をつう 

じて地域を 

支えるつな 

がりを強め 

ました。     。 

群馬県の各事例報告と目崎副委員長によるディスカッションでは、「自治体や企業、 

各支援団体や住民がつながり、地域で支え合っていく！」との意思が結集し、力を合わせる 

フェスタになり、群馬と長野もつながりも深まりました       。 

 

丸茂実行委員長、平野全国

食支援協力会専務のあいさつ

に続き、ＮＰＯホットライン

信州の 青木専務が「広がれ！

信州こども食堂ネットワー

ク」の取り組みを報告。 

2022 年 10 月 25 日（火）上毛新聞 

 

長野県の名物「おやき」

と「長野牛乳」を試食用 

として配布しました。 
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 長野市 共食でつながるフェスタながの 

 11月 12日（土）、昨年に続いて開催した「共食でつな

がるフェスタながの」には、約 100名（zoom含む）が参

加。NPO ホットライン信州村上晃理事長の挨拶から始ま

り、１部「企業の力」では、NPOホットライン信州と全国

食支援活動協力会・首都圏物流グループ、長野牛乳さんら     

の活動報告など。「心と心が繋がり～ありが 

とう！」という関係で 企業と子ども食堂が 

繋がって、様々な資源を有効に活用する 

ことを確認しました。 

2部の「若者・ボランティアの

力」では、中学・高校・大学生の

活躍で、こども食堂に活気が出て

くる。子ども達もお兄さんお姉さ

んに憧れる      。また、若者たちも

大人たちとの交流によって視野

を広げることにもつながる      。 

こども食堂を支援する側から、

キューピー未来たまご財団の助成事業の報告に続き、こ

ども食堂と児童養護施設との取組報告が行われました。 

 最後の総括で、県次世代サポート課の井原係長は、

「報告で感銘を受けたのは『人が繋がれば人が変わる、

地域が変わる』との報告。一番は、『同質の協力は和であ

る。異質の協力は積である』同じような人がやっている

よりも、多様な人と人が連携することで、『不可能も可能

に出来る！』ということで、今回参加した方も、色々な

方と連携していくことであり、自分は何ができるかを考

えて行動していただきたい」と、まとめました       。 

 

 

ました。 

村上晃理事長 

青木専務理事の報告 

食支援 平野専務理事の提案  

長野牛乳瀧本社長の取り組み 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野北東ロータリー

クラブ様からご寄付

をいただきました。 

コロナ禍と物価高での 

多角的な寄り添い支援 

 

信州こども食堂ネットワークの事務局を務めるNPOホッ

トライン信州は、長野市の長野北東ロータリークラブと松本

市の芳川地域づくり協議会の活動家の皆さんに、24 時間

365 日の無料相談・生活支援物資の配布・こども食堂の取

り組みについて講演し、「食を通じた地域の見守り、子ども

を中心につながろう‼」と参加者全員で心合わせをしました。 

 

長野北東ロータリークラブ・松本市芳川地域づくり協議会 

＜講演内容の一部＞ 

長期化するコロナ禍で精神的課題を抱

える子育て家庭層など社会的排除を受け

やすい人が増えている。社会的な孤立によ

る事件や自殺者が急増している。質が異な

る NPOとロータリークラブや企業・地域

が「つながる」力でパワーを発揮する。 

ともに協働の力あわせで取り組みたい。 

 

 
  

長野北東ロータリークラブで講演 
 

2023年 1月 23日、長野北東ロータリークラブの４月例会が開催さ

れ、「コロナ禍と物価高騰で厳しい生活を余儀なくされている家庭への多 

角的な寄り添い支援活動」 

を NPOホットライン信州 

の青木専務が報告し、みん 

なで、未来ある子どもを育 

てよう！と 支援を呼びか 

賛同を得ました。  

松本市芳川地域づくり 協議会学習会 
 

松本市芳川地域づくり協議会での同学習会が 

2 月 11 日に開催され、約 50 名の民生児童委員

や職員の方たちが参加しました。 

皆さんは関心が 

深まり。具体的に 

こども食堂をやっ 

てみようという… 

機運も盛り上がり、今後が楽しみになりました。 

会場から

も、様々な意

見や決意が

述べられま

した。 

松本市芳川地域づく

り協議会様からご寄

付をいただきました。 
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コロナ禍の活動！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

七

夕

ビ

ビ

ン

バ

造

り 

‼ 

松

本

市 

子

ど

も

食

堂

は

ら

ぺ

こ

 上田市 さなだおすそ分け会 

 ５月８日（日）、上田市真田町長で「さなだおすそ分

け会」が開かれました。昨年の「フードバンク＆フード

パントリー」では、高齢者などには分かりにくいとい

うことで、本年度は名称を変えての実施となりました。 

 NPOホットライン信州 

は、「子ども＆女性応援プ 

ロジェクト」で参加し、 

約 100名の方にチーズ 

や野菜ジュース、タオル、生理用品を配布

しました。１時間ほどで予定の 100名分

の支援物資はすぐになくなってしまい、在

庫分を出しました。子どもたちは、おいし

そうな野菜ジュースをみて大喜びでした 
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長野市 信州こども食堂 

 7月 16日（土）の信州こども食堂は 

「夏フェスタ in桜スクエア」。長野市役 

所広場を会場にわくわく体験をしました。 

３年ぶりに開いた 大規模なイベントには、多くのブースが

並び、天気にも恵まれ、子ども 240 名を含む 420 名の大勢

の皆さんに楽しんでいただきました。 

 

夏休み中に交通事故に遭わないよう

に、長野県警と JAF 様には交通安全のブースを。消防署からは地

震体験車による防災のブースを。育児を頑張るママさんにも一時の

癒しをと、ポーラ様にはハンドマッサージを出店いただきました。 

また、手作りのエコバックやオリジナル傘作り、万華鏡作り、ひ

ょうたんランタンや思い思いの作品を作り上げるコーナーも設置。 

作品を作り上げたあとは、お楽しみゲームやスイカ割り、アウト

ドア体験など、笑顔弾ける楽しい時間を過ごしました       。 
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 多くの親子連れでにぎわう様子は 7/19日 

（月）にテレビ信州で配信されました。 

インタビューに答えた参加者の声「はじ 

めて来ましたが、無料でこん 

なにたくさんもらえて嬉し 

くて最高です」、「はじめてで 

す。ＳＮＳで知りました。 

非常に助かります」、子ども 

たちは「楽しいでい ます！」と元気な笑顔でした。 

 

 会場では、おやきやお米そして野菜などが、手作りのエコバッ

クいっぱいに配布されました。 

初めて来た家族は、「まさかこんな 

にいっぱい無料でもらえるなんて、 

非常に助かります」と、感動と笑顔 

があふれた 

一日でした 

      。 
  

子どもに人気のかき氷を作っていたのは、 

長野商業高校２年生の篠原多緒さん。 

県内でこども食堂がはじまった 2016 

年当時、小学生だった篠原さんは、こど 

も食堂を利用していたひとりです。 

篠原さんはインタビューに「お手伝い。 

箸を運ぶだとか食器を運ぶとか、そうい 

うことからはじめていろんな人が笑顔に 

なるのを見て、これは楽しいなというこ 

とで、どんどん子ども食堂ボランティア 

を積極的にやるようになりました」と答 

えていま 

した。 
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諏訪市 信州こども食堂with温泉寺 

 諏訪市温泉寺で開く「信州こども食堂 with 温泉寺」。4 月

10日（日）は３回目となるドライブスルー形式で、こども 68

名と大人 78 名の計 146 名が参加しました。お弁当は「仕出

し弁当 峠」さんと NPO ホットライン信州からのチキンフィ

レ、あんころ餅、よもぎ餅、たくさん頂いた食材を配布した。 

 6月 12日（日）は、温泉寺のでの１月以来の“復活”

開催。「子どもが朝から『早くいきたい！』 と大変で 

した」とあるお母さん。それほど再開を楽しみにして 

いたんですね！ うれしいかぎりです。 

 

 5月 29日（日）は、上諏訪中学校の諏訪湖清掃

におにぎりを提供しました。今回が３回目。予想を

上回る 126名とほとんどの生徒が参加しました。 

 ５月２1 日（土）は、こども 66 名と大人 75 名の計 141

名が参加して、4 回目のドライブスルー形式でのこども食堂

と、近隣の畑で“しょうが”と“さつまいも”の苗を植える畑

体験。学校や地域行事が少ない中、貴重な体験ができました。 

 

 した。 

 

しょうがは横一列に並んで植えました。さ

つまいもは 13の畝に約 100本の苗を「な

なめ植え」して、空いた場所に“じゃがい

も”を 20 個ほど植えました。雨で土がぬ

かるんで大変だったけど楽しかったね。 

伝統的な諏訪湖

清掃に関われ、少

しでも喜ばれた

ら嬉しい限りで

す。ありがとうご

ざいました。 



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

8月 1日の NHK イブニング信州で放映されました 

 

 

 

 

 

 

塩尻市 信州こども食堂えんぱーく 

 7 月 30 日（土）、塩尻市えんぱーくで「子ども・若者

応援フェスタ」でシンポとこども食堂が開かれました。 

第 1部の「子ども・若者応援シンポジウム」では、塩尻

市で子どもの貧困対策推進計画、若者支援プランを策定し

た委員 6 名によるトークリレーが行われ、子ども・若者

への支援について共に考える良い機会となりました。 

第 2 部の「信州こども食堂えんぱーく」では、共催し

た NPO ホットライン信州がお弁当や食材、生活支援物

資、おさがり会などを開催し配布しました。 

コロナ感染レベル 5を受け、炊き込みご飯を作る「共食・食育 

」は中止し     、作り立ての ほくほくご飯にヨシケイ弁当  800

食や野菜の煮物やゼリーなどを配りました     。 

開始の１時間前から長蛇の列となり、３蜜を避けて予定１時間  

前から配りはじめ、520名 

（内子ども 250人、大人 270名）にお渡ししました。 

多くの皆さんから「急激な物価高の中、とても助かり 

ます」と、感謝の言葉をたくさんいただきました。また、 

同時開催した「おさがり会」には、120名の方々から 

1,600点の衣類が持ち込まれ、多くの方に持ち帰って 

いただきました       。 

子どもシンポジウムが午前中に開催 
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         松本 市  夏休み子ども食堂 

 8月 11日（祝・木）、松本市の日本キリスト教団松本

教会で初めて「夏休み子ども食堂」が開催されました。 

 松本教会の皆さんのご協力により、コロナ禍の中、

また物価高の中で生活にゆとりのもてない方、特に 

小さなお子様のい 

るご家庭の方、「 

明日をどう乗り越 

えていこう」そん 

な気持ちでいらっ 

しゃる方々の励み 

になりました  
 

  ひとり親家庭などのご家族向けに、支援物資を袋詰め

しました。９月 19 日までに下の QR コードからお申し

込みいただければお配りします。最寄りの「信州こども 

食堂ネットワーク」で 

お受取りください。 

 

運営スタッフのみなさん 

 ヨシケイさんのお弁当

に、ほくほくのご飯 60 食

とお米、お菓子やタオル非

常食などの支援物資を配り

ました 。 
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 長野市 出張！信州こども食堂 in裾花小学校 

 8月 18日（木）～19日（金）、長野市立裾花小学校で

開いた「出張！信州こども食堂 in裾花小学校」には、延べ

子ども 100名を含む 128名が参加しました      。 

いつもは、ふれあい福祉センターで開催している「信州

こども食堂」ですが、学校に出張して開くことで、今まで

こども食堂を知らなかった方にも広く知ってもらい、利用

してもらうきっかけとなりました。 

また、夏休み明けの行きしぶりや、不登校などが毎年問

題になっている中、始業式の前に学校に行くことによって

学校へ行くハードルを下げようという試みもありました。 

  各教室と体育館で、ボッチャ、新聞紙エ

コバッグ作り、雑巾縫いなどを体験しまし

た。どの場所からもにぎやかな声が聞こえ

てきて、楽しく体験ができたようです     。 

1年生の女の子は「針を持つのも縫うの

も初めて」でしたが、ていねいにひと針ひ

と針ぞうきんを縫い上げました       。 

 

18 日夕方の SBC テレビで放映さ

れ、信濃毎日新聞と長野市民新聞に

も掲載されました          

 

新聞紙エコバッグでは、新聞記事の絵柄の

気に入った場所を表に出すようにレイアウ

トをし、取手の部分は付けずクラッチバッグ

風にアレンジした男の子がいました      。 

体育館でのボッチャは、白熱した試合で盛

り上がっていました。 

 帰りは、冷凍のおかずお

弁当とパックご飯、ボラン

ティアさん達が調理室で

作ってくれたおやきとフ

ライドチキンが入ったお

かずパック、ゼリーを受け

取り解散しました       。お

土産に、カロリーメイト、

ミンティア、ライスクッキ

ー、パスタソース、防災パ

ン、α化米などが入った大

きな袋を貰いました。 
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長野市 古里こどもカフェ 

 7 月 10日（日）の古里こどもカフェは 11

時から、アグリながぬま第 2駐車場にて「被災

地支援出張こども食堂」を開催しました。 

猛暑の中、子ども 55 人を含む 121名の参

加者、ぷよぷよ金魚すくい、ぷよぷよボールす

くいなどを楽しんでいました。 

 

会場に来れな

い方25世帯へ

宅配しました。 

皆さん大喜び

でした。 
 

 

ヨシケイ様 

の冷凍弁当 

がとても、 

美味しく喜ばれました。 

NPOホットライン信州 

から寄贈されたお弁当、 

お菓子。県社協から寄贈 

されたパックご飯、食材 

配布しました。 

 竹内まりやさんの「いのちの歌」弾き語りは、「いつかは 

誰でもこの星にさよならをする時が来るけれど命が継がれ 

てゆく生まれてきたこと、育ててもらえたこと、出会った 

こと、笑ったこと、そのすべてにありがとう、 

この命にありがとう」と、参加者の皆さん 

涙を流して感激していました。小さな子供

達もしっかりイスに座って聞いていて偉か

ったです。帰りにお弁当、お茶、お菓子、食

材を提供しました。 

 

 8 月 11 日（木）、長野市のふれあい福祉センターでピア

ニスト中川真由美さんのピアノコンサートを開催しました。

こども 52人含む 110人の参加者でした。 
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夏休みも餃子の王将弁当 

頑張るぞ‼ 

弁当や菓子等を 
配って家計支援 

松本市 信州こども食堂 in まつもと学び塾 
 

8 月 27 日（土）、松本市の「学び塾」

では、お昼から夕方まで約 120 名の親

子らへ王将弁当・かき氷・フルーツ・ 

おやき・お菓子などを提供しました。  

 

いろは堂様のおやき、長野牛乳様の川中島白桃の

ドライフルーツ、お米、野菜、レトルトカレー、子

どもたちにはお菓子の詰め合わせなど、今回も多く

の企業様・農家様等のご協力でたくさんのお土産を

お渡しすることができました！ 

大人気の川中島白桃のドライフルーツは、そのま

までももちろん美味しいですが、ヨーグルトに入れ

少し置いてから食べてみてください！桃が柔らか

くなり、違った楽しみ方が出来ますよ〜！ 

 

学び塾で勉強に取り組み、日本漢

字能力検定を受験した 2 名が見事

に合格しました！がんばったね。        

おめでとう。 

春休みに 

続き、夏休 

みも餃子の 

王将様より 

お子様弁当を提供いただきました。 

向かいので芝居を観ながら、でき立ての王将

弁当やかき氷を美味しそうに食べている参

加者の方の笑顔に、元気をもらいました！ 
 

高校生の紙芝居を聞き入

る親子↑ 

↓学び塾で勉強する子ど

もたち 
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 立科町 たてしな“わくわく”フェス 

「第 1 回たてしな“わくわく”フェス」が 9 月 3

日（土）、旧中山道芦田宿で行われました。 

参加者は、子ども 144名と大人 201名の 345名

でした。開始 1時間前は大雨。開催中も雨が降ったり

やんだりで天候には恵まれませんでしたが、たくさん

の子どもさんや親御さんにご来場いただきました。 

また、「子ども・女性応援プロジェクト」と

して、NPO ホットライン信州さんから提供い

ただいた生理用品や子ども用マスク・離乳食な

どの配布も行いました。この活動には、蓼科高

等学校福祉コースの 2 年生 3 人がボランティ

アで参加してくれました。 

 子どもによる縁日ゲーム、高齢 

者によるわら・竹細工づくり、芦 

田宿本陣の見学会、さをり織り・消しゴムはんこ・チェンソーアート

の販売、キッチンカー広場などたくさんの“わくわく”を楽しんでい

た   

だくことが   

できました。 

 



22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

松本市 まつもと未来マルシェ信州こども食堂 

 

 

 9 月 18 日（日）、松本市のＯＮＥ-ＰＡＲＫが、 

小中学生や高校生と市街地の事業主と一緒につく 

る催し「まつもと未来マルシェ」を開催しました。 

子どもたちは、ステージで 

ダンスや演奏を披露 

除菌ウエイトティッシュや生理用品など 

約 1000点が次から次へと配られました 

ドーナツやお菓子のつかみ取りが、子どもたちに 

大人気.。お茶・ジュース・みそ汁のもと・カロリ 

ーメイト・タオル・マスクなどを配布しました。 

 

たくさんの風船アーチ

でお出迎え 

「信州こども食堂まつもと」 

も出店し、子ども 360 名を 

含む 580 名に、約 1000 点 

1 ㌧をお渡し、コロナと物価 

高騰に苦慮している女性や家 

族に喜ばれ、子どもらの笑顔があふれました。 

 

 子どもたちが市内の飲

食店と協力して作ったオ

リジナル商品を販売した

り、ステージでダンスや演

奏を披露したりして、信毎

メディアガーデンににぎ

わいを呼び込みました。 
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待ちわびる 女性の皆さん 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

松本市 信州こども食堂まつもとキッズ 

 9 月 27 日（火）、11 時～14 時、

松本キッズリユースひろばで「信州こ

ども食堂まつもとキッズ」を開催しま

した 。  

子ども 328人含む 596人の方が、

お弁当、おやき、ドーナツ、食材やお

菓子、タオルなどを持ち帰りました 。 

 子ども＆女性応援では、生理用品などを届けて

くれる女性や、「ありがたい、とても助かます」と

持ち帰る女性 268名が感謝してくれました 。 
 

 

次から次と親子が連れ長蛇の列が続きまし

た 

「松本キッズリユースひろば」とは 
 

ごみの減量化と子育て世代への

支援を目的として、家庭で使わなく

なった育児・子ども用品を回収し、

欲しい人に無料で配布する松本市

が行っている 

「松本キッズ 

・リユースひ 

ろば事業」の 

会場です。 

お菓子のつかみどりとドーナツの配布 
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 上田市 こどもレストラン“きらっと” 

 毎月第１土曜日、上田市のまるこ福祉会

で開く「こどもレストラン“きらっと”」。 

10 月 1 日（土）の第 50 回の記念セレ

モニーには、子ども 45名を含む 120名が

参加しました      。みんなで歌うパプリカ

や、高校生らの意見発表に続いて、柳澤理事

長から感謝状の贈呈式が行われました       。 

50回を記念して、支援者 

32名に感謝状が贈呈さ 

れました。 

メニューは、にぎり寿司とおいしいメロン

など豪華。参加者は大満足な様子でした。 

 

学生３名が、こどもレストラン

“きらっと”にボランティア参

加した思いを発表しました。 

 

コロナ禍と物価高を乗り切るためにと、帰りに

NPOホットライン信州から、ウーロン茶やカロリー

メイト、駄菓子などの支援物資を配布しました     。 

子どもたちはお菓子など手に、大喜びの一日とな

りました            。 
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塩尻市 星空★信州こども食堂 

 10 月 22 日（土）、塩尻市の長野県生涯学習推

進センターで開いた「楽しく星を学ぼう～星空★

信州こども食堂」が開催され、子ども 34名含む             

82名が参加しました      。 

 「初めて、こども食堂のことが良くわかったので協力したい」、「塚田姉妹の紙芝居が良かった」

など、とても喜んでいただきました。秋空の美しい星と子どもたちの笑顔いっぱいの時間でした

      。 

 

メインは、ふだん体験することのできない 50ｃｍ大望遠鏡での 

観測と、楽しい 3 本の紙芝居。星空について学習してから、秋の星

座や土星の環、木星の縞模様などの知識を深めました 。 

 

 メニューは、おやき、 

サンドイッチ、ドーナ 

ツ、カロリーメイトや 

お菓子飲み物など。 

初めて「こども食堂に参加した」という皆さんも大喜びでした 。 

食事をしながら、こども食堂の子どもスタッフから紙芝居

「ぼくらのこども食堂～SDGsのとりくみ」と「ヤギのマサ

オ君 回る回るキャベツ」、そして実帰舎の家田さんの「星

の使者 ガリレオガリレイ伝」を目と耳で感じとりました。 
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 松本市 ときめき♥こども食堂 

 10月 29日(土)ハロウィン、松本市花時計公民館で 

「ときめき♥こども食堂」が開催されました。松本深志 

ライオンズクラブ主催に NPO ホットライン信州（信州 

こども食堂まつもと）も加わり、子ども 420名含む、 

約 650名が参加しました      。 

エクセラ高校生による折り紙作りと美味

しい綿あめに、子どもたちの長蛇の列が

続きました       

 

 「布野えいじ＆エターナルエンジェルス」によるとき

めきコンサート♪に、「炊き出し隊」お料理教室、「信州

こども食堂」による     おやき、お菓子、支援物資、生理

用品の配布など女性応援    

物資と個別相談コーナー。 

 

蟻ケ崎高校書道部による「心ときめく『厚意』」の文字が高らか

に掲げられ成功裡に終わりました。皆さんお疲れさまでした       。 

 エクセラ高校による

折り紙作りと綿あめ。そ

の他にもラーメン、かぼ

ちゃのおかゆ、色と香り

の魔女診断、ハートグラ

ム、モザイクタイルコー

スター作り、レジンクラ

フトでキーフォルダー

つくりなど楽しい催し

がたくさん。 
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 松本市  松本中央ライオンズクラブ＋信州こども食堂 

 11 月 19日（土）、松本合庁で、松本中央ライオンズ

クラブさんが「フードドライブ」を行い、集まった支援

物資をＮＰＯホットライン信州が受けとりました       

 

松本中央ライオンズクラブのフードドライブと贈呈式 

同時に ｢猛威を振るうコロナ禍と物価高騰で苦労して

いる子どもと家族を支えよう！｣と、お米・食材・生理用

品・衣類など生活支援物資を配布しました。 

キッチンカーでは、フライドチキンとおやきを配布。 

遊びコーナーでは綿あめとミニゴルフなど楽しみました。  

 

参加者はフードドライブ 87 名と信州こども食堂 123 名（子ども 84

名）を含め総勢 210 名が訪れました。 

また、支援いただいた物資は 6,740点・1,578 ㌔でした      。 

ご支援ご協力いただきました多くの皆さん、ありがとうございました。 
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 松本市 信州こども食堂 in 学び塾 

 11 月 26 日（土）は、朝から強い雨でしたが、 

「信州こども食堂 in 学び塾」が はじまる頃には 

すっかり晴れ、子ども 56 名を含む 110 名が 

参加 しました。メニューは、松本市島内の讃岐 

うどんと、くろ 

うまさんの  

おやき。110 食 

用意したうどん 

も完食しました！ 

 帰りのお土産は、サンエイさんのお菓子、

長野牛乳やおやき、ティンカーベルのたまご

パン、波田のりんご、みかん、黒糖、凍豆腐、

野菜、果物にお米などをいただき「ありがと

うございます」と大感謝 。ご協力いただき

ました皆様ありがとうございました 。 

日本トイザらス様提供のゴルフゲームセ

ットを使った「子どもゴルフ教室」は子ども

たちに大人気！ 

松本記念公園で 

大人顔負けの打 

ちっぱなし大会 

になりました  

 

 

讃岐うどんの大塚さん 

と松本ガスさんの共演に 

よるつくりたての美味し 

いうどんを、公園へ運ん 

で早速いただきました。 

 高野山高の小池さんの紙芝居、エクセラン高

校生のカラフルわたあめとビーズアクセサリ

ー作り、カルタなどを提供してくれました！ 

子どもたちが作った作品をうれしそうに見

せてくれました 。 
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明治ホールディングス
さん 
からの食材のご寄贈 

 

松本市 信州こども食堂 in 松本どん八 

 12月 8日（木）、松本市の「信州こども食堂 in 

松本どん八」には、子ども 56名を含む 107名が 

参加      。メニューは、炊き出し隊みらい様による 

カレーうどんとポップコーンでした     。 

大きな鍋の周りで食

べるカレーうどん。体

の外からも中からもぽ

かぽか！密を避けなが

らもみんなで楽しく過

ごしました！       

 

第一生命松本支社様から、た

くさんの日用品やぬいぐるみ等

を寄贈いただき、さっそく子ど

もたちにお渡ししました！かわ

いいぬいぐるみを嬉しそうに抱

える子どもたちの姿は、見てい

るこちらも嬉しくなります！ 

 

ぽ
か
ぽ
か 

今回もエクセラン高校生

と信大生、松本秀峰生がボラ

ンティア活動していただき

ました           。 

さらに前日に引き続き、玄

向寺様から子ども服が届け

られました。 
アポロさんからのお菓子 
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↑

次
回
開
催
は
、
一
月
十
ニ
日(

木)

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

餃
子
の
王
将
弁
当
・
い
な
り
寿
司
・
お
や
き
・
お
菓
子

な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 帰りのお土産には、玄向寺様からの野菜や

お米、どん八さんのお菓子・お稲荷さん、龍堀

石材店様からの長芋や太さんのりんご、長野

牛乳やいろは堂おやき、たらみのミルク寒天、

マスク、黒糖など。 

 

 

 

 

 

 

 

野菜や果物、お米などをいただき、「あり  

がとうございます」と感謝      。ご協力くだ

さいました皆様、ありがとうございました 
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松本市 年越し信州こども食堂 in 島内 

 12 月 30 日（金）、松本市島内公民館で、「年越し信州こど

も食堂 in 島内」を開催し、子ども 110 名を含む約 220 名

が参加 しました。 

 「まん延するコロナ禍と物価高騰で苦労している子どもと

家族が年末年始を明るく笑顔で迎えて欲しい‼」と、本格手打

ち年越しそばを提供したのをはじめ、ゆで餃子・豚汁・お米・

ドーナツ・おやき・野菜・生活用品・生理用品・衣類など生活

支援物資の配布をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

子どもたちがお菓子のつかみ取りを楽しみ 

ました。報道各社も駆け付け、当日のテレビ 

や翌日の新聞で紹介されました。 

手打ちそばの東方町会様へ謝状授

与 

子どもと女性の相談に乗るスタッフ  

食材柳沢林業さんからニンジン 500本、株ベネフレックス様か
ら飲料水 500本、東方そばの会同志会様の年越しそばと麺屋黄
昏様からの水餃子の各 120食がたそがれ振る舞いました。  

水餃子の麺屋黄昏様へ感謝状授与

式 
柳沢林業様からニンジン 

株ベネフレックス様から飲料水 

エクセラ高校の皆さん 

水餃子を美味しく食べる子どもたち 
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＜信州こども食堂ネットワーク便り＞                        2023年01月10日 No.1017-2 

NBS 出来立ての豚汁やゆで餃

子を味わう子どもたち。 

長野県内でこども食堂を運営

するホットライン信州が開いた。

島内公民館ではコロナ禍や物価

高で苦しむ人たちにと年越しそ

ばや米、野菜、おやきなどが無料

で配られた。ホットライン信州青

木専務理事は「物価高騰のあおり

を受けて厳しいという声が寄せ

られている。 

新年は気持ちよく笑顔で元気

で迎えてもらいたい」と話した。 

中 日 新 聞 2022 年 12 月 30 日

(土) 

市民タイムス  

2022年 12月 30日(土) 

 

ＳＢＣ 年の瀬に合わせ、松本市でこども食堂

が開かれ、手打ちの年越しそばなどが提供されま

した。NPO ホットライン信州が、物価の高騰など

で苦しむ家庭や子どもに年末年始を笑顔で迎えて

もらおうと企画しました。きょうは市内のそばの

愛好家などが手打ちした生の年越しそば 

120 食が配られたほか、 

ラーメン店の店主が 

ゆで餃子を振る舞いました。 

訪れた子どもは「おそばを 

食べられないから嬉しい」 

と喜んでいました。 

廊
下
に
並
ぶ 

長
蛇
の
列 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E9%A3%9F%E5%A0%82&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E7%A6%8D&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%B9%B4%E8%B6%8A%E3%81%97%E3%81%9D%E3%81%B0&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%B9%B4%E8%B6%8A%E3%81%97%E3%81%9D%E3%81%B0&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E9%A3%9F%E5%A0%82&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E9%A3%9F%E5%A0%82&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%B9%B4%E8%B6%8A%E3%81%97%E3%81%9D%E3%81%B0&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=NPO&fr=link_kw_nws_direct
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松本市 信州こども食堂 in バロー南松本店 

 1 月 14 日（土）、松本市のバロー南松本店で開いた 

「信州こども食堂 in バロー南松本店」。昨年 12 月の 

1 回目に続いて、2 回目の開催となりました     。 

焼きたてフランクフルトやバローさんのパン、お赤飯、長野

牛乳、綿あめ       、岡田さんのミニ四駆のおもちゃや生理用品

の無料配布のほか、エクセラン高校のボランティアの生徒さん

らによる毛糸のボンボン作り講座で親も子も同時に楽しめ、幸

せな笑顔。子どもが楽しんでいる時間に、安心して買い物され

る方もおり、 

感謝のお言葉 

もありました。 

 

バロー南松本店様、各子ども

食堂のスタッフの皆様、ビデオ

編集の藤原様、ボランティアの

皆様、皆様の心がつながり、子ど

も達の笑顔になりました。あり

がとうございました          

雨が降りそうな天

候の中、子ども76名

含め 122 名の親子

連れの方々が参加さ

れました     。 
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 松本市 清水小学校 6年 3組こども食堂 

 1月 16日（月）、松本市で「清水小学校 6年 3組

こども食堂」が開催されました。主催したのは、防災

や食品ロス、環境問題、こども食堂などを SDGsの学

習で学んだ 6年 3組の児童。3・4時間目の授業で、

6 年 1 組と 2 組の児童が各ブースを回って発表を聞

いていました。それぞれがスライドや模造紙にまとめ

たり、クイズをしたり、工夫した発表をしていて、私

たちも勉強させていただきました。 

 

 こどもたちは「こども食堂を手伝って、お客

さんを接客したりして、こども食堂のことを

知ることができた。それをふまえて 6年 3組

で開催できた」、「こども食堂を 6 年生のみん

なに知ってもらえて良かった」、 

「みんなの笑顔が見られて良かった」、 

「まだ 6年生にしか広まっていない 

ので、地域の人や他学年にも伝えたい」 

という感想をもらいました。6年生か 

ら少しずつ、支援を必要としているこ 

ども、家庭に思いが届くと良いなぁ        

と思います。 
 

 
最後に、NPOホットライン信州が提供したお菓子やドライフ 

ルーツ、アルファ化米、タ 

オルを受け取り、「ありが 

とうございます」「うれし 

 い」「やったー」と元気に 

挨拶して教室へ戻って行き 

ました。 

 「こども食堂」について発表した児童たち

は、昨年の夏から「寄り添いこども食堂」に

毎回、学校帰りに参加して、会場作りや飾り

付け、受付、配布など手伝いをしたり、生活

体験に参加したりしてくれました。そのこと

から「こども食堂」をみんなに知ってもらい

たいという思いで、今回の開催になりました。 
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 生坂村 居場所み～つけた！ 

 1 月 22 日（日）、生坂村の海洋センターで開かれ

た、子育て世帯を対象にした第３回「居場所み～つけ

た！」。子ども約 60 名含む 100 名（デリバリー含

む）が参加しました       。 

 温かな汁物は、リトル帰りのキッズの腹ペコのお腹も

心も満たしてくれたと思います      。地域のみなさんの温

かい心と心がつながって、ひとつの大きな力になりまし

た。当日の様子は、23 日の市民タイムスと信濃毎日新

聞に掲載されました         。 

開催前に行われた手作り感のあるセレ

モニー。子どもたちが参加したくすだま

割りや子どもたちの手形を線路でひとつ

につないだ旗がお披露目されました            
お菓子のつかみ取り     支援物資の配布 

 長引くコロナ禍に物価高騰の中。「子どもたちに笑顔を‼️」と、

NPOホットライン信州や玄向寺さん、生坂村教育委員会、地元

青年団、関係者らが協力して、温かなおやきや具だくさんの汁

物、防災ご飯、ドーナツ、お菓子、生活用品などを提供。 

バルーンアートやミニゴルフ、相談コーナーなど多彩な催し

もあって、会場はにぎわいました 。 

 

ミニゴルフを楽しむ子どもたち 

防災体験でごはん    絵本の配布       バルーンアート 

寺子屋で勉強 

衣類のリユース 

相談に対応する社会福祉士さん 
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 松本市 ゆいま～るこどもひろば 

 松本市島立公民館で毎月開いた「ゆいま～るこども

ひろば」。 

10 月 25 日に引き続き、11 月 29 日（火）に松

本市島立公民館で開催しました。両月合わせて子ども

110名を含む 180名が参加しました     。 

宿題と遊び、NPO ホットライン信州による「こど

も＆女性応援」として、サラダやカップ麺・ドーナツ・

おやき・お菓子などの食材や生理用品を配布しました

      。 

 1月 25日（水） 

は、子ども 42名 

を含む約 76名が 

参加      。学校帰り 

の子どもたちは宿題をすませ、カードゲーム

や手形アート、つみき遊びなど思い思いに楽

しみました。 

帰りには、お菓子やチョコレート、野菜な

どの食材や生理用品などを配布しました。 
 

 

 12月 13日（火）は、子ども 40名を含む 

約 70名が参加しました      。 

寒風の中、たき火による焼き芋づくり、「アル

ミホイルで直接芋を巻いたり、濡れ新聞紙や濡

れキッチンペーパーで巻いたりして、さらにア

ルミホイルで巻く」というやり方で、ねっとりと                      

した食感の焼き芋を   

美味しく食べました

      。 

 正月のミニ松飾づくり、宿題やトランプ

遊び。帰りには、こども＆女性応援として、

お菓子やカップ麺・ドーナツ・バナナ・り

んご・レタスなどの食材や生理用品などを

配布しました      。 
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松本市 信州こども食堂 in まつもと学び塾 

2 月 25 日（土）、松本市の「信州こども

食堂 in まつもと学び塾」は、開始前から長

い列！子ども 68 名を含む 118 名が参加

     。エクセラン高校生のポップコーンや美

酢などを飲みながら海鮮丼を美味しく食べ

ました       。 

帰りのお土産は、サンエイさんからのお菓子、お米、

ベネフレックス様から飲料水、玄向寺様ドーナツ・長

野牛乳や野菜、たまごパン・チョコレート・生理用品                        

等など。 

みんな大喜び         

でした。ご協力

いただきました

皆さん、ありが

とうございまし

た         。 

都市大塩尻高生の物資配布 

 公園では、サンエイさんのお菓子、

都市大塩尻高校生が集めた本やぬい

ぐるみなどの配布（市民タイムスに掲

載）、紙芝居などを楽しみました！       

 

エクセラン高校生の美味

しいポップコーン 
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長野市 寺子屋カフェ  

 1 月 21 日（土）、寺子屋カフェと食材配布を行い

ました。カフェの参加者は、子ども 12人と大人 3人

の計 15人。食材配布は、子ども 20人と大人 18人

の計 38人でした。 

 2月 18日（土）の寺子屋カフェ参加者は、子ども人と大人８名。

食材配布は子ども 21人と大人 32人。あわせて８８人でした。 

 外部から講師を招いて、マジックショーを行いました。

好評で子ども達は「楽しかった」と帰っていきました。 

たくさんの子どもたちの笑い声が響き、活気にあふれ、

私たちも元気をもらいました。 

メニューは、スパゲティ（ミ

ートソース）、信州サーモンのフ

ライ、サラダ、鯛のしんじょの

吸い物、３つのイチゴのケーキ、

フルーツポンチ、麦茶でした。 

 久しぶりに子ども達の歓声が響き、元気をも

らいました。「一口ケーキお土産にほしい」と女

の子が 2人持っていきました。「またやってね」

と言われ、うれしい 

かったです。 

 

 メニューは、いなり寿司、おにぎり、豚汁、マカ

ロニサラダ、肉じゃが、大根サラダ、一口ケーキ、             

フルーツポンチ、麦茶。 
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小諸市 信州こども食堂 inこもろ 

 小諸市相生町の相生会館で開く「信州こども食堂

in こもろ」。７8 回目になった２月 25 日（土）の

メニューは、「キーマカレー」、「ジャガイのなま酢」、

「キンピラごぼう」、「果物」です。子ども 32人と

おとな５9名の計８1 人が参加しました。 

 

 
感想は「キーマカレーは美味

しくて、家族全員あっという

間に食べてしまいました」、

「私はご飯を追加して食べ

てしまうほどでした」、「ジャ

ガイのなま酢は小さいこど

もは苦手でしたが、大人は美

味しかったです」「お菓子も

全員で頂き、皆で楽しむこと

が出来ました」、との多くの

喜びの声を聴くことができ

ました。 

 

 

 

 参加者から「おこわと野沢菜の組み合わせ 

最高でした」、「自分でおこわをしないのであり

がたいです」、「おでんの具が一人ずつあり、 

ケンカにならずありがたかったです」、「鍋で 

分けていただいたので、温めやすかったです」、

「ゴミが減らせるので容器を持っていくのは

良いですね」、「お土産たくさんありがとうござ

いました」などの感想をいただきました。 

７7回目は１月 28日（土）。 

メニューは、おでん・混ぜおこわ 

・りんごのコンポート・野沢菜おか 

か和え。 参加は、子ども 30人と 

おとな 2１名、スタッフ１７人の計 69人で、小諸商業高校 

ボランティア部の生徒さん達も来てくれました。 

お米と野菜、果物を袋詰めにして 16 世帯に配布し、また 

おでんの容器持参の方にはお菓子をプレゼントしました。 
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様々な女性相談に応対中・・ 

 長野市 信州ども食堂 

 3月 18日（土）、長野市の「信州こども食堂」は、物価

高騰の影響か⁇ 参加者が激増し、子ども 113 名と大人

75 名の 188 名。ボランティアさんとスタッフがフル回

転で目が回りそうな忙しさでした。 

 恒例のサンエイ

さんプレゼンツ 

のコーナーで

は、お菓子釣りにキャンディーすくい、そ

してビンゴゲーム大会が繰り広げられ、

いたるところで大盛り上がりでした。 
 

 

 調理室では、お弁当の用意にボラ

ンティアさん方が大活躍。おいしい

お弁当を作ってくださいました。そ

の数、160個を超えました‼️ 

 

 本日の体験は、太巻き作り      初めて作る方もいらし

て、私たちのレクチャーを真剣に聞きながら、そ〜っと、

巻きすを開けると満面の笑みと拍手     。楽しんでくれて      

いる姿に疲れも吹き飛ぶ  

気持ちになりました。 

 皆さん、本当に 

お疲れ様でした。ご参加くださった 

皆さんもありがとうございました。 

また来月、元気に会いましょう       
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        松本市  信州みんなの食堂 

 3 月 22 日（水）、松本市の新村地区で新たなこども食堂

「信州みんなの食堂」が始まりました。 

「子どもたちがいつ来ても、いつまでいてもいいよ‼」と

呼びかけ、3 月３０日までの 6 日間で、子ども 60 名を含

む 125名が参加しました。 
テレビ信州３月 23 日（木）放映 

３月 22日、地元の百瀬さん

が腹話術人形劇や紙芝居を、

わかりやすくおもしろく、楽

しく話してくれました。 

2023 年 3 月 23 日（水）市民タイムス 

 今後は、学校や家庭と違う第三の居場所として、不登校

の子どもと保護者を支援する活動もしていくようです。 

マスメディア数社の取材を受け、代表の下里さんは大忙

しでした。4月以降も引き続き開催しております。 

 料理は、プロが 
作る美味しい日替 
わり定食・トマト 
カレー・サラダ・ 
ゼリーなど。 

 

３月 27 日(月)長野朝日放送 

の取材を受ける。 

← データはNPOホットライン 

信州が提供 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県、各市町村、福祉団体、企業等と協働・連携して福祉活動推進しています。 
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政府の「孤独・孤立相談ダイヤル」に参加！  当法人の 24 時間無料相談と同時対応 
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 相 談 日 
第 1期  

7/7 

～13 

第 2期  

8/30 

～9/5 

第 3期  

11/11 

～11/18 

いのち電話 

12/1～2 

第 4期  

12/28 

～1/4 
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自民党の「孤独・孤立対策特命委員会」が 

8 月 4 日(木)8:00 より開催とのことで、自 

民党政務調査会より、NPO 等の方々にもモニ 

ター視聴を可能としたいとの連絡を受け参加。 

NPO をはじめとするプラットフォームの会員 

（府省を除く、NPO や社協）などの孤独・孤 

立対策の取り組み 現状と課題に報告がなされた。 

委員会は、坂本哲志委員長からのご挨拶に続いて、内閣官房より「孤独・孤立対策の取組状況等」

について説明を受け、重要な課題などなど予定の 1 時間を超えての質疑が行われた。 

議員からは、実態調査を今後も、更に進めて、相談や支援が必要な方の人数と、現状、支援を受

けている人の数を推計し、ＮＰＯ支援などの予算の拡充につなげていくべき等の意見が出され・・、   

当 NPO などの現場の活動を通じて、更なる政策提言につなげていく必要性が感じられた。 

※ 孤独・孤立相談ダイヤルについては、7 月 7～14 日までの 1 週間、24 時間体制で官民協 

働の取り組みとして、「＃9999」の番号で相談対応を実施。全国 11 団体の協力のもと、孤独・     

孤立でどんな悩みでも受け付けた。 

1 週間の総呼数は 14,678 件にのぼり、その   

うち、相談対応に応じることができたのは、

3,823 件であり、応答率は 26％となった。 

回線数以上の相談が寄せられると応答が困

難になるためすべての相談に応答することは

できないものの、フリーダイヤルの他相談等と

比べると高い応答率となった等・・・報告。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自民党「孤独・孤立対

策特命委員会」へ NPO

ホットライン信州らが視

聴出席 

NPO ホットライン信州 
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施設や里親などの元から自立していく若者たちは、

県内で毎年 100 名前後であります。しかし虐待など

の心の傷を抱え、様々な生きづらさを感じながら社会

に出る若者たちは、若者自立支援の包括的ネットワー

クづくりに取り組む必要があります。  

長野県社会福祉協議会と NPO ホットライン信州

と協働しながら、子ども食堂を小学校区に１つを目標

（県内約 400 か所、現行は約 150 か所）に立ち上

げを支援し、地域全体の子どもの見守り力の向上や子

ども・若者の孤立・孤独防止につなげています。 

 

若者サポートプロジェクト進捗状況について、各会場

で説明する NPO ホットライン信州 傳田清事務局長  
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いまこそ①環境保護、②社会的包摂、③経済

開発（SDGｓの持続可能な３要素）の考えの

もと、弱い立場にいる人のことを同じ立場で理

解して、環境や人権を理解し、こども食堂を通

じて持続可能な地域を社会をつくるとき！ 

 

長野県庁や 

市役所、また、 

ライオンズ 

クラブなど 

多くの皆さん 

より集めます 

お家
うち

やお店
みせ

、会社
かいしゃ

やなどから 

特定非営利活動法人 ＮＰＯホットライン信州「信州こども食堂ネット 

ワーク」は国連がめざす SDGs（持続可能な開発目標）を支援しています 
 

 さしあげます 

ご家庭や子ども 

食堂などへ 

明日を 開く  ３っの意義 

SDGｓの“環境の上に社会・経済が成り立つ” 
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日時 2023 年 4 月 1 日(土)11 時 

場所 長野県松本合同庁舎 
 

日時 2023 年 4 月 29 日(土)11 時 

場所 長野市役所第一庁舎 1 階 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードドライブ 

ってなあに？ 

フードパントリー 

って なあに？ 

おうちで眠って 

いる食品を持ち 

より集め福祉団 

体に寄付します。 

 

  集まった食品 

を、食事に困って 

いる人やこども 

食堂に届けます。  

食材を配布する場所(NPO ホットライン

信州・信州こども食堂)などです。 

フードバンク 

ってなあに？ 

 

 フードドライブ  

49 
 

フードドライブ＆パントリー 
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「信州こども食堂」は、全国フード 

バンク推進協議会・全国食支援活動 

協力会を始め、協力団体・企業・お 

寺・個人など、多くの皆さまのご支 

援を賜っております。 

 お寄せいただいた寄贈品は、各地 

の「こども食堂」と必要とされてい 

る方への支援に生かしています。この場をお借りして厚く 

御礼申し上げます。「信州こども食堂ネットワーク便り」 

「SNS」等で掲載した一部を紹介させていただきます。（順不同・敬称略）  

 いただいた食材をフル活用する信州こども食堂ネットワークの各食堂  
 

 

「信州こども食堂ネットワーク」の各こども 

食堂では、県内外でご寄贈いただいた食材や食 

品を無駄なく活用しています。 

また、余った食材などは、必要としている、 

子ども世帯の家庭に持ち帰っていただき、家族 

での食事などで活用して頂いております。 

2022年 4月～2023 年 2月までの当法人の 

取り扱い量は、102 万点・152ｔのご寄贈品と

配布させていただきました。多くの皆様方のご支

援ご協力に感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 
 

信州こども食堂応援リレーの紹介 

“もったいない”を“ありがとう”の笑顔につなぐリレ

ー！ 

「信州こども食堂」で、食材を有効に使いながら、

子どもたちと一緒につくって、美味しく食べています。 

全国フードバンク推進協議会や全国食支援活動協力会を通じて全国各地の企業様

団体・個人様から、多くのご寄贈品が届いています。 
 

ご寄贈していただいた、支援物資は「信州こども食堂ネ

ットワーク」や「フードパントリー」を通じて、支援が必

要な家庭に渡り、子どもと加須間の笑顔に変わっています。 
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（株）ジン･コーポレーション齋藤彰宏社

長から寄付金を受けました。又、お菓子の

ご寄贈も受けています。 

 

1月 2日～15日 

支え合う 思いやりの 輪がこんなに 
 ひろがりました （2020年 1月～12月） 
 

女神さまは以下の方々です

TI/EI/SI、KY、KK、TM 様 

(2021 年 4 月～3)
月 

昨年に続き、今年も株式会社サンエイさん社会貢

献運動 SDGsの活動から「夢チャリティー贈呈式」

にて寄付金を戴きました。また、社員の皆さんは、

毎月信州こども食堂長野・松本へのボランティア

参加していただき、おかし詰め放題！わなげのゲ

ームなど子どもと楽しんでいただいています。 

 

(株)サンエイさんから「夢チャリティー寄付金」や「ボランティア活動」のご協力 
 

(株)ジンコーポレーション(アポロ)のご協力に感謝‼ 
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2022年 4月 9 日～2023年 2月 28 日 
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9 月 24 日(土)、地中海トマト様から取り立

てのさつま芋約 100㌔の提供 
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9 月 30 日(金)、TSB テレビ信州に当

法人 NPO ホットライン 

信州のコロナ禍での物価高に直撃を受

けている 「ひとり親家庭 

等の物資の配布の支援活動」の取り組

みが放映されました 。 

 

10 月 2 日(日)長野ライオンズでは、県単位の青少年育成事業の
中のリトルリーグ信越連盟の秋季大会にフードドライブを入れ
ての開催。安曇野市豊科高家広場他 3 会場に品物を約 8,000 点
１㌧が集まり、特に(株)KOUBO 様からパン 2,000 個などを
NPOホットライン信州が受取りました。リトルリーグと県ライ
オンズの皆さんありがとうございました 。 
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10 月 29 日(土)、木曽の青木さんから朝一

の取り立てキャベツ約 300 個をいただきま

した 。早速、並柳団地公民館のこども食堂、

寄り添いこども食堂、ゆる笑こども食堂など

の必要としている家庭などに配っています
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この度のフードドライブ

にて、ダイドードリンコ

(株)様から飲み物約 250

本のご寄贈(写真)と松本

ガスさんより、おやきを

温めるガスコンロの貸出

とガスのご提供をしてい

ただきました。ありがとう

ございました。 
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12 月 7 日(水)、松本市の玄向寺さんで『笠地蔵プロ

ジェクト』贈呈式が行いました。3 年目を迎えた今年

は、お米１㌧大根 200 本ドーナツ 750 個ジャガイモ

など約２㌧の食料品に、ご寄付 75,000 円をいただき

ました。早速！明日 8 日の信州こども食堂まつもと、

11 日の安曇野、塩尻など各こども食堂とまん延する

コロナ禍と物価高騰で苦労し必要としている、子ども

を抱える家庭などへとどけられます。最後は、12/30

日の「年越し信州こども食堂」で全てを配布します。 

『笠地蔵プロジェクト』贈呈式呈 
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 ろうきん松本支店は、▲2 月に、10

月には本店▼の各青年女性委員会らが会

員から集めた支援物資を NPO ホットラ

イン信州にご寄贈していただきました。 
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こども食堂のつくり方 
こども食堂には、いろいろな形と多様

性がありますが、「こうでなければ」

という決まりはありません。 
「なにかをはじめたい」という方のために「こ

ども食堂のつくり方」のイメージを簡単に紹介します。 まず 準備として 

イメージしてみましょう 

○ 月に何回開くか 

 (月 1～2 回が多い) 

○１回の利用者数は何人か

(1回20～30食が多い) 

〇どんな人に来てほしいか

(子ども・親・サポーター) 
 

他地域の実施例を見学 
「長野県各地の『こども食

堂』」を参考に、お近くの 

あるいは自分の思いと共

通するような場所へ見学

に行ってみましょう 

(公民館・お寺・個人宅など

数カ所見学)  

よし！やってみようと思

ったら、まず 実行 
仲間を集めましょう 

開催の周知や会場の準

備、食材の手配、料理、片

付けなど、仲間と分担する

のがおすすめ 

「場所とネットワークを」 

はじめてから仲間や協力

者が増えていくことも

あります(食材を提供す

る方、調理師・栄養士の

方、資金の提供者や 

ボランティアの募集)  

 

＜実際に考えるあれこれ＞ 

 

●場所 

公民館などの公共施設、 

お寺、個人宅、飲食店など。 

利用者数にあわ 

て、無料または安価で利 

用でき、こどもたちが集 

まりやすいのが良い。 

 

●運営費 

 場所代、光熱水費、 

 食材費(子ども無料・大 

人100～300円のカンパ)、 

チラシ作成などの宣伝費 

 

●周知・呼びかけ 

 こどもたちへどのよう 

に知らせるか。どんな人 

に来てほしいか。 

どんなチラシを何枚つく   

り、どこへどのように配 

るか。 

 

●当日の運営方法 

 準備の開始から調理、 

片付けまでの段取り。 

食事提供以外の企画。 

役割分担。 

総括と次回への活用。 

《重要》 

安全に細心の注意を！ 

こども食堂をはじめるに

は、特別な資格はいりませ

んし、届け出を出す必要は

ありませんが、食べものを

提供する以上、その安全に

は細心の注意が必要です。 

信州こども食堂ネットワ

ークでは、調理上の注意な

どをまとめた「衛生マニ

ュアル」や「こども食堂サ

ポートセンターの安心手

帳」を推奨しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
不測の事態に備えた保険加

入は「ホットライン信州」

への加入で大丈夫です。 

 

信州こども食堂ネットワークが応援します 
 

運営方法はもちろん、県民や協力企業などからご提供いただい

たお米・食材や子ども用品の分配、チラシの作成とＮＰＯホット

ライン信州ホームページでの周知、「信州こども食堂ネットワー

ク便り」の編集、指導員・専門家の派遣など、「なにかをした

い」みなさんを応援しています 

子ども支援リレーの充実 

「子ども用品・服などの無

料提供と食品・子ども用品

寄贈募集受付の検討 
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8月 1日 NHK 
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7月 14日(木) 信濃毎日新聞 
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▲ (株)ジン・コーポレーションの 
社長から寄附金 26.6 万円に信州 
こども食堂の子どもスタッフたち 
から感謝状を渡した。 
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8月 29日(月)信濃毎日新聞 
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2022.10.11 ろうきん 

本店営業部寄贈式 

中日新聞と信濃毎日新

聞 
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2月 11日(土) 信濃毎日新聞 
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 信濃毎日新聞 
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3 月 19 日(日) NBS 長野放送で放映 

３月27日(月)長野朝日放送 

の取材を受ける。 

NPO ホットライン信

州からの物資の提

供を受ける。 

NPO ホットライン信州か
らのデータを活用する。 



長野県みらい基金

海鮮丼どん八　長野稲里店 南長野運動公園

㈱ハーツ事務所 (協)長野アークス

(協)長野アークス　CANS ベイクック炊飯器

ベイクックコーポレーション㈱ 新光工業㈱

コカコーラ(アクエリアス提供)

                                             個人  約 2,800名以上多数

フードバンク山梨 日本百貨店協会

二鶴堂 順正学園・モランボン

塩尻市コミュニティスクール清泉女学院・大原学園

新潟大学 立命館大学

いろは堂

信濃化学工業

㈱ニップン

にいざわ皮ふ科

（有）トザワ

長野牛乳

日本トイザらス

LA春山

北信ガス(株)

長野県ＪＡバンク

京都大学

全国食支援活動協力会

パルシステム連合会

ＮＰＯ法人豊島子どもwakwakネットワーク

炭平コーポレーション㈱

信州大学 松本大学 長野大学

長野北東ロータリークラブ

中部圏地域創造ファンド

薬糧開発 キューピー

信州豊南短期大学 長野短大 長野平青学園

(一社)ギビングフォワード

日立stemo上田㈱ 靴のシューマート長野稲里店

松山技研㈱ 表面処理事業部

（株）スド―ジャム

信州ビバレッジ労組

バローホールディングス

㈱中外製作所

ナガノトマト（株）

塩尻市芸能文化協会

中野プラスチック工業㈱ 川守田 栄子　様

㈲サントーフーズ

㈱岡谷組　本社

こども食堂関連団体

ローソン

竹花工業

マルシェ川上 峯村組

㈱しなの麺工房

晴耕舎 （株）デリシア

アート梱包運輸㈱２台設置キッセイ薬品 日本アクセス 八十二銀行

㈱太真産業

新光電気労組 炭平

共和園芸 三井金属

㈱シナノ２台設置

ニッタイ株

丸紅（株） 住友商事

信濃毎日新聞

長野日石ガス

労金松本支店青年委員会

長野牛乳㈱

㈱アメニクス　

㈱ダイヤ精機製作所

㈱北原組

㈱日本ピスコ　本社工場

テンホウ米沢店

伸和コントロールズ㈱

種兵㈱マルエイ

㈲福沢製作所　2台設置

信州元気塾　 ㈱ズー

高相物産・タッパーウェア―

長野銀行 すみれ会

おてらおやつクラブ ・長谷寺・

長光寺・圓浄寺・圓成寺・玄

向寺・安養寺・牛伏寺

柄木田製粉株式会社

㈱テンホーフーズ （株）明治

長野鋼材㈱

藤城　泰郎　様㈱山風舎

キリングループ労組

はぐしおアサヒ飲料株

㈲バンノー

全国フードバンク推進協議会 全国こども食堂ネットワーク

ＪＡグリーン長野

デイリーフーズ株式会社

労金本店営業部青年委員会

長野ボランティア 市民活動ネットワーク

ジンコーポレーション(アポロ)

マルイ大町・ＫＥＩＺ・ラッシュ松本

ミスズコーポレーション

カーブス須坂 中野 飯山

宝箱 　 スィーツ学会

ながの若者サポートステーション

長野県司法書士会

チャイルドラインながの

松本市こども部・環境部

ベストカラー

新聞諏訪地区販売店会 神田堂書店

中日本フード（株）

ＪＡながの

笠原工業㈱

ＮＰＯ法人えんのわ

塩尻市配食ボランティアＧＰ

(一財)中部圏地域創造ファンド ニッセイ財団ＪＡＮＰＩＡ

内閣府・厚労省・農林水産省   

長野市こども未来部・環境部

独立行政法人福祉医療機構　

JT日本たばこ産業

助成金・補助金 団体県・各市町村関係機関

諏訪市    塩尻市立図書館　　

内閣府子供未来応援基金県こども若者局 ・環境部・農政部

モバイルコミュニケーション

寄付自動販売機設置企業

（株）クラダシ長野県遊技業協同組合

ＪＡ中野市

浄土宗ともいき財団 

丸善食品・アスザックフーズ

ダスカジャパクァウテッモック

長野県元気づくり支援金    松本市子どもの居場所づくり

長野県弁護士会

県内ソロプチミスト

小木曽製粉　臨空工場

（特非）わおん学びサポート塩尻

信州アルプス大学校

㈱藤森プロパン商会

生活底上げ県連 労福協「労働3団体(連合等)・(労金・労済・生協等)・

NPO団体」・反貧困ネットワーク

県職員労働組合

企業・団体

長野市農業:研修センター

裏面地図参照

信州こども食堂ネットワーク　150カ所

アイアース

マルコメ

ライオンズクラブ国際協会334-Ｅ オルガン針㈱３台設置

カゴメ㈱　

日殻製粉㈱松本工場

APULO松本駅前店

松本ユネスコ協会

                                ダイドードリンコ(株)

国際ソロプチミスト松本

松本日産自動車㈱　　

㈱創恒　２台設置

新広自動車工業

ハイブリッド・ジャパン㈱

浅麓工業企業組合

エフディフュチャー㈱２台設置

㈲小林青果店岩野商会　松本支店

(株)ベネフレックス寄付自動販売機設置企業

安曇野市 東御市

キューピーみらいたまご財団　

NHKわかば・NHK歳末赤い羽根

(一社)全国食支援活動協力会

塩尻市交流支援課・福祉課・教育委員会・こども課・家庭支援課

ベネッセこども基金 長野暮らしサポートセンター 

関係団体

労協ながの・高齢協

長野県暮らしサポートセンター

長野県みらい基金

生活底上げ実現長野連絡会

(公財)東京コミュニテー財団　　

三井物産環境基金 ソロピスミスト長野　

日本財団 中央 長野県共同募金会

ファイザー JM基金

松本日産自動車㈱２台設置

翠翔会

ＮＰＯホットライン信州「信州こども食堂ネットワーク推進・関連団体一

覧」

  



信州こども食堂in飯田

信州こども食堂in夢かなえ

飯田市
熊本市

諏訪市

松本市

塩尻市

飯山市

親子食堂

だれとでもかふぇ～

こどもと誰でも食堂

わいわい食堂

信州こども食堂in若里

松代にこにこ食堂

またあいこ

いただきます食堂

長野篠ノ井ライオンズクラブ

丘の上レストラン清泉

• なかのこども食堂

にじいろ子どもカフェ

いいやまこども食堂

なかよし食堂（野沢温泉）

すざかこども食堂

須坂プラザ食堂

須坂市

千曲市

こども食堂in千曲市

白馬村

白馬村子どもカフェ３

こども食堂柳町カフェ

こども食堂寺子屋カフェ

三世代ごいっしょ食堂

さんぼんやなぎ食堂

いたる所で信大生による学習指導

信州こども食堂in安曇野

穂高児童クラブ

安曇野市

ラーメンまじめ家こども食堂

小さなこども食堂まつもと

こども食堂inえんぱーく

信州ふれあい食堂in吉田

もぐもぐキャンプ

信州こども食堂inこもろ

信州こども食堂inすわ

信州こども食堂with温泉寺

ほんわか食堂季の味

ひとつぶの麦

茅野市

下諏訪

こども食堂塩尻ひなたぼっこ

あづみ野おなかまキッチン

てんぐカフェ (飯綱町)

うさぎくらぶ子ども食堂

光の森仮設団地子ども食堂

信州Ｇプロジェクト食堂

上田市

信州子ども食堂ｉｎ上田

こども・おとな食堂松本

こども・おとな食堂塩尻

みんなのお家すまいるの子ども食堂

佐久市
こども食堂みよた

坂城町

子どものひろまｉｎ夢の湯

学研こども食堂

中野市

駒ヶ根市つながる食堂

サンセットこども食堂

信州うまいもん×子ども食堂

くるみカフェ

こども食堂塩尻夕日食堂

つくしの里こども食堂

軽井沢

のみぞ福祉会こども食堂

みんなでごはんinえがお

はぐくみこども食堂

岡山県真備町

山ノ内町

やまのうちみんなの食堂

木島平こどもカフェ

青木村子ども食堂

キラキラカフェ高丘

にじいろCafe上田

大人も子どももみんなおいでよ食堂

信州自然こども食堂大鹿

楽らく寄合所こども食堂

ふれあい教室
古里こどもカフェ

富士見町

子供の未来をかんがえる会

実家の茶の間 池田町

とよの幸腹食堂
まんぷく食堂

信州こども食堂

プルーム食堂

ララカフェ豊田

みんなの食堂

岩船こども食堂

みんなの居場所しみずまち

たかぎふれあい食堂

なんでも相談

託児付親子食堂

信州こども食堂松本どん八

かふぇ天香

ひなたぼっこ１００円食堂

伊那市

ほんわかぱっぱ豊南

岐阜県高山市 地域で助け合う子ども食堂

親子で息抜きご飯

東御市
信州こども食堂こもろ学習コラボ

小諸市

信州こども食堂inふらっと木曽

色と香りこども食堂

寄り添いこども食堂

こども食堂学びサポート

木曽

玄向寺こども食堂

信州こども食堂松本学び塾

大町市

みあさの森

もんも食堂

すまいる子ども食堂in太陽工業

すまいる子ども食堂inめん処soy屋

伊那谷子ども食堂

おかまのおうち

子どもレストランきらっと

ゆいまーる子ども食堂

だれでも食堂

HAARTY  DECO

こどもカフェむぎむぎ
あづみのcocoroカフェ

無料こどもじゅくHATA

岡谷市

グリュック子どもカフェ

こどもアトリエももも

ゆる笑happyこども食堂

学び舎楽人

若宮きずな塾

こども食堂まんま

こども食堂「ねやねや亭」
あかりこどもカフェ

信州こども食堂こまがねＳta
こども食堂アムール

信州こども食堂みちくさ

信州こども食堂たてはや

こどもカフェだらっと

下伊那

こどもカフェＨug

NPO法人えんまる

長野市

ひまわり食堂

SOS上伊那

きずな便 きずな食堂

クンジャビハーリー食堂
ヨリバ

ハッピーハウス

信州こども食堂in篠ノ井

南佐久 カフェ宙

わくわくキッチン

あじさい

おでかけこどもカフェ

こどなcafé

つくしの会

０１２０-９１４-９９４

風越寮児童施設

太陽学園

さくら塾

もぐもぐキッチン・ララ

ばあばあの台所

ひらひら食堂

はなぶさ学園

立科わくわくフェスタ

ベンチ班多世代交流イベント

こどもカフェ英師館

ハッピーカムカムこど食堂

• お宮Cafa

まなび～ず

せっちやんち

ほっとスペース

穂高児童クラブ

信州みんなの食堂

信州こども食堂バロー南松本店

箕輪purみんなの学校

井戸端会議

笑和はうすこども食堂

木の小屋まなびば

カランコエ


